
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

令和４年度の小山田小学校がスタートし、約１か月が過ぎようとしています。 

保護者の皆様や見守り隊の皆様、育成会や地域の皆様のおかげで、子どもたちは安全に登下

校し、楽しく学校生活をおくっています。皆様のご支援とご協力に感謝いたします。また、新

たに小山田小学校に入学した１年生も、友達と仲良く、元気に学校生活をおくっています。毎

日新しいことを覚えて成長する姿に驚くほどです。 

授業参観が中止となり、子どもたちの学校でのがんばっている様子をお見せすることができ

なかったことが残念ですが、教職員が力を合わせ、保護者の皆様、地域の皆様とともに子ども

たちの力を伸ばす教育活動に取り組んで参ります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

新型コロナウイルス感染防止対策について 

新型コロナウイルスの感染拡大が懸念される状況が続いています。学校では、子どもたちの健

康を最優先に考え、感染防止に努めていきます。同時に、子どもたちにとって必要かつ価値の高

い教育活動については、実施方法を工夫し、感染対策を講じた上で実践していきます。 

なお、学校における新型コロナウイルス感染拡大防止対策は「国（文部科学省）➡福島県（県

教育委員会）➡郡山市（市教育委員会）➡小山田小学校」と、教育委員会や保健所の指示・指導

に基いて、次のように対応しています。 

① 校内及び登下校時はマスク着用となっています。マスクについては、飛沫防止効果が高い不

織布マスクの着用を推奨しています。 

 
▲マスク非着用を １００ とした、マスクの種類別効果図 

② 学校内で陽性者が出た場合に「濃厚接触者」とされる判断基準は、「マスクを着用せず」 

「１ｍ以内の近距離で」「１５分以上会話」していた場合は、原則として「濃厚接触者」と判

断されます。この判断基準は登下校時にも適用されるものです。 

③ 給食を食べる時、黙って前を向いて食べる「黙食」に、各学級で取り組んでいます。 

④ 登校前の家庭における検温と健康観察のご協力をお願いします。併せて、ロイロノートの活用

にもご協力ください。 

 

新学期の疲れが見え始める時期です 

お子さんの体調はいかがでしょうか。学校では元気に生活している子どもたちも、家庭では疲
れが出てきているのではないでしょうか。特に１年生の子どもたちは、歩いて登下校することや
４５分間の授業を受けることなど、初めてのことばかりで緊張や戸惑いで心身ともに疲れている
ことと思います。また、クラス替えがあった学年の子どもたちも、新しい友だち関係をつくるこ
とに神経を使い心が疲れてくる時期です。 
お子さんの機嫌が悪くなったり、口数が少なくなったり、登校を渋るような

ことはありませんか？それらは子どもが疲れているときに出すサインの一つ
です。 
子どもが疲れているときは、まずは十分な睡眠と休養が必要です。低学年で

は８時間～１０時間の睡眠時間を確保してください。ご協力をお願いします。 
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